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平成23年
第１回３月定例会

３月４日から25日までの会期で開
催。23年度当初予算・条例改正な
ど29議案すべて可決。意見書１件
可決、請願１件採択、その他の請
願３件は継続審査となり、一般質
問は８人が行いました。

粕屋町議会は全員一致でふたつの決議をしました。
　

今
回
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況
は
、
ま
だ
ま
だ
詳
細
に
判
明
し
て
い
な
い
現
段
階
に

お
い
て
も
、
紛
れ
も
な
く
戦
後
最
大
の
国
難
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
粕
屋
町
議
会
は
行
政
と
一
体
に
な
っ
て
、
被
災
地
支
援
の
た
め
可
能
な
限
り
の
支
援
活

動
を
行
う
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　

平
成
23
年
３
月
25
日

粕
屋
町
議
会

　

飲
酒
運
転
撲
滅
に
つ
い
て
は
、
改
正
道
路
交
通
法
が
成
立
し
、
罰
則
の
強
化
等
に
関
す
る
規
定
が

施
行
さ
れ
る
な
ど
、
厳
罰
化
が
図
ら
れ
て
き
た
も
の
の
減
少
せ
ず
悪
質
な
飲
酒
運
転
に
よ
る
人
身
事

故
は
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
は
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
極
め
て
悪
質
で
危
険
な
犯
罪
で
あ
る
こ
と
が
幾
度
と
な
く

叫
ば
れ
て
い
る
中
、
本
町
酒
殿
地
区
内
に
お
い
て
２
月
９
日
、
二
人
の
高
校
生
が
背
後
か
ら
襲
っ
た

飲
酒
運
転
に
よ
る
乗
用
車
に
よ
っ
て
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

若
く
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
、
幸
せ
な
家
庭
が
一
瞬
に
し
て
崩
壊
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事

故
の
悲
惨
さ
を
深
く
認
識
し
、
運
転
者
は
も
と
よ
り
、
家
庭
、
職
場
、
そ
し
て
地
域
社
会
全
体
が
一

体
と
な
っ
て
飲
酒
運
転
を
絶
対
に「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」と
い
う
強
い
意
志
を
示
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

よ
っ
て
粕
屋
町
議
会
は
、
交
通
安
全
意
識
の
徹
底
を
強
く
呼
び
か
け
、
関
係
機
関
お
よ
び
団
体
と

の
連
携
を
強
化
し
、
行
政
を
は
じ
め
町
民
と
一
体
と
な
っ
て
飲
酒
運
転
の
撲
滅
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

　
　
　
飲
酒
運
転
撲
滅
に
関
す
る
決
議

　
　「
平
成
23（
２
０
１
１
）年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
災
地
復
興
支
援
に
向
け
た
決
議（
要
約
）

被災地に義援金被災地に義援金
・
町
民
一
人
当
た
り

　
　
　
　
約
1
0
0
円

　
粕
屋
町
は
総
額
4
6
0

万
円
を
贈
る
た
め
の
補
正

予
算
を
議
会
に
提
案
可
決
。

※
糟
屋
地
区（
１
市
７
町
）

　
で
３
，０
０
０
万
円

・
議
員
一
人
当
た
り

　
　
　
　
　
　
２
万
円

　
粕
屋
町
議
会
は
、総
額
34

万
円
を
贈
り
ま
し
た
。

決議を読む 進藤啓一議長
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町　側

請願者

紹介議員

3月議会

請願審査
賛成：１
反対：０
継続：４

予算特別委員会

主な審議内容

なんで賛同したの

なんと6,916名（２月25日付）
の署名と共に

向野副委員長の最終議会報告
中央保育所建替え予算につきましては、
7000 名を超える議会宛の請願が提出され
ている現状も鑑み、慎重な対応そして執行
につきましては、問題解決のときまで留保
すべき旨の意見を付しておきます。

○青洲会病院の近隣の土地に
　民間保育所を新設する
○JR 原町駅前公園に民間保育
　所を新設する
○町立大川保育園の民営化の
　検証も出来ていない
○色々な選択肢や方法も考え
　て、民営を新設する

○町立は残し、民営を新設すべきだ
○現状では民営化は難しく、
　中央保育所は残した方がいい
○民営化しても待機児童の解消には
　ならない

提出
（町立として存続）

（
民
営
化
案
）

審
議
請
願

審
議
予
算

結
果

厚生委員会
6名

請願書の写しだヨ！

提
案

予算特別委員会
17名

厚生委員会ではなんと

傍聴者 9 名が見守る
なか、約 90 分間の
審議をしたヨ！

今後に注目
（町側の判断は？）継続

いま 話題の中央保育所の民営化問題に注目
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平成23年度当初     一般会計予算きまる!

123億  600万円123億  600万円
特別会計57億574万円

一般会計

企業会計37億1,401万円

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

が
こ
ん
な
に
必
要
で
す

か

財
源
不
足
の
補
て
ん
で

す
が
、
本
来
は
繰
入
を

行
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
小
学
校
の
教
室

増
築
な
ど
重
要
な
事
業
が
多

く
あ
り
ま
す
の
で
、
や
む
を

え
ず
基
金
か
ら
繰
入
を
行
い

ま
し
た
。

粕
屋
町
の
税
収
入
ア
ッ

プ
の
要
因
は
な
に
か

全
体
で
は
７
，
９
０
０

万
円
の
増
収
で
す
。

　

特
に
法
人
町
民
税
が
前
年

よ
り
９
，
０
０
０
万
円
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
数
の
変
化
は

少
な
い
の
で
企
業
の
利
益
増

が
要
因
で
す
。

内
部
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
管

理
委
託
料
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
ま
す
か

本
来
は
各
課
に
て
事
業

計
画
の
見
直
し
を
含

め
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル

（PD
CA

サ
イ
ク
ル
）を
機
能
さ

せ
る
べ
き
で
す
が
、
ま
だ
不

十
分
な
の
で
今
後
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

大
隈
区
に
間
口
が
狭
く

野
球
も
で
き
な
い
長
方

形
の
土
地
を
子
ど
も
広
場
と

し
て
良
い
の
で
す
か

区
の
住
民
が
希
望
し
て

い
た
広
場
の
実
現
が
優

先
で
、
他
に
土
地
が
無
い
か

ら
で
す
。

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

２
億
５
，
０
０
０
万
円

平
成
23
年
度
当
初
予
算
の
主
な

Ｑ
ア
ン
ド

Ａ
QA23

年
度
町
税（
歳
入
）

54
億
５
，
７
６
６
万
円

行
財
政
改
革
推
進
事
業

１
，
９
１
９
万
円

子
ど
も
広
場
建
設

２
，
１
０
０
万
円

Q

QQ

A

AA

可決

総　務　部 教育委員会 都市政策部 住民福祉部

5,457,666

1,373,000
1,253,800

2,567,702
2,021,967

793,900
1,095,535

565,224
494,868

390,000
330,000

103,000
110,000

5,378,666
町税

（単位：千円）

地方交付税

国・県支出金

町債

繰入金

地方消費税交付金

地方譲与税

歳入内訳（一般会計） H23年度
H22年度

歳入構成 23年度

町税

繰入金

その他

　小　計

5,457,666

565,224

925,008

6,947,898

793,900

1,373,000

2,567,702

623,500

5,358,102

12,306,000

町債

地方交付税

国・県支出金

その他

　小　計

合　　　計

自
主
財
源

依

存

財

源

歳入予算構成
（単位：千円）
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平成23年度当初     一般会計予算きまる!

123億  600万円123億  600万円
特別会計57億574万円

一般会計

企業会計37億1,401万円

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
駐
車
料

金
が
３
時
間
無
料
は
妥

当
か

い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
を

取
り
寄
せ
て
検
討
し
ま

す
。

高
齢
者
運
転
免
許
更
新

事
業
と
は
、
受
益
者
負

担
は
な
い
の
で
す
か

高
齢
者
の
方
が
免
許
の

更
新
に
行
か
れ
る
際
、

町
営
バ
ス
な
ど
で
送
迎
す
る

事
業
で
す
。

教
室
に
扇
風
機
を
設
置

す
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
具
体
的
に
は

23
年
度
は
小
学
校
低
学

年
と
特
別
支
援
学
級
の

み
で
、
1
教
室
4
台
配
置
、

計
２
６
０
台
購
入
予
定
で
す
。

何
回
ぐ
ら
い
相
談
を
受

け
ら
れ
る
の
か

好
評
の
た
め
昨
年
よ
り

巡
回
回
数
を
増
や
し
、
小

中
学
校
各
校
に
月
２
回
に
な

り
ま
し
た
。

小
学
校
の
教
室
不
足
は

い
つ
ま
で
続
く
の
か
。
ま

た
設
計
管
理
委
託
料
に
学
校

間
で
差
が
あ
る
の
は

今
の
人
口
ベ
ー
ス
で
は

平
成
28
年
度
ま
で
増
築

が
必
要
で
す
。

　

０
～
6
歳
ま
で
の
子
ど
も

学
校
施
設
の
増
改
築

空
調
設
備

２
６
０
万
円

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
巡
回
相
談

２
５
２
万
円

Q

QQ

A

AA

平成23年度　業務内容 金額（千円）

粕屋中央小学校増築実施設計 6,825

(基本設計は22年度完了) （2,509）

増築監理 3,675

建設工事費 232,000

粕屋西小学校増築設計(基本設計・実施設計) 10,000

粕屋中学校増築設計(基本設計・実施設計) 10,000

粕屋東中学校第7期改造工事費(最終) 90,000

が
多
く
、
平
成
30
年
で
横
ば

い
の
予
測
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
中
央
小
学
校
を

6
教
室
増
築
し
、
西
小
学
校
、

粕
屋
中
学
校
は
基
本
設
計
を

予
算
化
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
運
転
免
許
更
新
事
業

長
者
原
駅
西
駐
車
場
の
管
理
費

４
５
９
万
円

Q QA A

長者原駅西駐車場

総　務　部 教育委員会 都市政策部 住民福祉部
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違
反
し
た
者
に
対
し
、

撤
去
す
る
よ
う
な
仕
組

み
や
、
制
裁
金
を
科
す
こ
と

は
出
来
な
い
の

違
反
広
告
は
街
の
景
観

を
汚
し
違
反
者
が
撤
去

す
る
の
が
基
本
で
す
が
、
違

反
し
た
者
を
特
定
す
る
の
が

困
難
で
す
。

86
万
円
の
根
拠
は

現
在
の
路
線
を
減
便
し

て
存
続
し
た
場
合
の
経

費
で
す
。（
燃
料
費
・
人
件
費
・

管
理
費
）

税
金
で
補
助
す
る
の
で

な
く
、
自
己
資
金
で
行
う

の
が
筋
で
は
な
い
か

地
元
企
業
の
活
性
化
と

経
済
対
策
の
意
味
合
い

が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
が
支
給
さ
れ
る

が
所
得
制
限
を
設
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

１
件
最
高
10
万
円
ま
で

補
助
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

駕
与
丁
公
園
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
団

体
で
補
助
金
が
あ
る
団
体
と

な
い
団
体
が
あ
る

　
「
駕
与
丁
公
園
の
自
然
を
守

る
会
」へ
の
補
助
の
基
準
は

以
前
か
ら
の
活
動
に
対

し
て
の
補
助
額
で
す
。

維
持
管
理
に
掛
か
る
お

金
と
し
て
は
高
額
す
ぎ

な
い
か主

に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
委
託
し
て
い

ま
す
。（
２
，
６
３
６
万
円
）

元
気
高
齢
者
支
援
事
業

と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
、
８
７
０
万

円
の
補
助
金
を
出
し
て
い
る

が
、
補
助
金
な
し
で
運
営
で

き
な
い
の
か

高
齢
者
の
生
き
が
い
の

意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
用
ご
み
袋
は
有
料

だ
が

ご
み
袋
の
製
作
費
用
や

収
集
体
制
を
検
討
し
、

前
向
き
に
考
え
た
い
。

Q QA A西
鉄
バ
ス
、
大
川
線
減
便

対
策
バ
ス
運
行
委
託
料

86
万
円

屋
外
広
告
物
撤
去
委
託
料

80
万
円

住
宅
改
修
工
事
補
助
金

３
０
０
万
円

「
駕
与
丁
公
園
の
自
然
を

守
る
会
」へ
の
補
助
金８万

円

駕
与
丁
公
園
管
理
委
託
料

３
，
３
５
３
万
円

事
業
所
用

　
　
ご
み
袋
の
有
料
化

QQ

Q

Q

Q

Q AA A

A

A

A

(社)粕屋町シルバー人材センター

　・設　立：H12.10月

　・会員数：253名

　　　　（H23. ２月末現在）

ひと口メモ

社団法人とは…

一定の目的のもとに結合した人の

集合体であり、営利を目的にした

法人ではありません。

尚、税制上の優遇措置を受けます。

総　務　部 教育委員会 都市政策部 住民福祉部

い
つ
ま
で
続
け
る
の
か

基
金
が
あ
る
の
で
今
年  

度
ま
で
は
実
施
。
そ
の

後
は
検
討
し
ま
す
。

　

※
今
年
度
は
中
止

粕
屋
町
が
や
ら
な
い
と

い
け
な
い
の
か

参
加
者
が「
空
と
海
の
会
」

を
作
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

粕
屋
町
が
す
る
か
ら
意
味

が
あ
り
ま
す
。

会
員
の
減
少
な
ど
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
と

同
額
の
補
助
金
で
す
が
、
そ

の
基
準
は

新
し
い
組
織
が
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
。
総
会

が
終
わ
っ
て
か
ら
の
報
告
を

待
っ
て
全
額
出
す
の
か
削
る

べ
き
か
を
決
め
ま
す
。

青
少
年
の
翼
事
業

１
，
９
３
１
万
円

婦
人
会
へ
の
補
助
金

　
１
０
０
万
円

QQQ AAA
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水
道
水
の
塩
素
臭
が
他

町
と
比
較
し
て
強
い
と

の
住
民
の
声
も
あ
る
が
管
理

は
如
何
か

水
道
企
業
団
か
ら
の
受

入
も
あ
り
、
送
水
距
離

が
長
い
の
で
基
準
値
内
で
管

理
し
て
い
る
が
高
目
の
濃
度

の
時
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

雨
水
対
策
と
し
て

フ
ォ
ー
ラ
ム
敷
地
内
工

事
着
工
で
安
全
対
策
は
考
え

て
あ
る
の
か

フ
ォ
ー
ラ
ム
敷
地
並
び

に
周
辺
地
域
の
関
係
者

の
意
見
を
聞
き
安
全
対
策
を

行
い
ま
す
。

井
堰
の
調
査
負
担
金
が

必
要
な
理
由
は

洪
水
、
浸
水
対
策
と
し

て
井
堰
の
地
盤
、
並
び

に
設
置
場
所
の
調
査
費
の
半

分
を
町
が
負
担
し
て
県
の
事

業
で
行
わ
れ
ま
す
。

Q

Q

Q

A

A

A

かすやフォーラム調整池工事予定地

古屋敷井堰調査予定地

フ
ォ
ー
ラ
ム
の

　
　
　
調
整
池
工
事

３
億
２
，
６
０
０
万
円

古
屋
敷
井
堰
の

　
　
改
良
調
査
負
担
金

４
５
０
万
円

水
道
水
の

　
塩
素
臭
が
強
い
の
で
は

区　　　　分 23年度 22年度 増減額 増減率（％）
一般会計からの

繰入金など
（※注１）

特別会計

国 民 健 康 保 険 3,747,089 3,881,985 △134,896 △3.5 269,695

老 人 保 健 8,367 △8,367 △100.0 0

後 期 高 齢 者 医 療 376,544 349,187 27,357 7.8 77,511

介 護 保 険 1,577,558 1,548,145 29,413 1.9 271,306

住 宅 新 築 資 金
等 貸 付 事 業 4,551 6,695 △2,144 △32.0 0

小　　計 5,705,742 5,794,379 △88,637 △1.5 618,512

企業会計

水 道 事 業 1,240,013 1,235,270 4,743 0.4 5,000

流 域 関 連 公 共
下 水 道 事 業 2,474,003 2,257,550 216,453 100.0 580,000

小　　計 3,714,016 3,492,820 221,196 6.3 585,000

合　　計 9,419,758 9,287,199 132,559 1.4 1,203,512

※注１　一般会計から特別会計・企業会計へ繰り出すもので一般会計の予算に含まれます。 

（単位：千円）平成23年度の特別会計・企業会計の当初予算
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老
人
は
り
灸
助
成
制
度

は
何
人
を
対
象
に
し
た

予
算
な
の
か

昨
年
は
１
５
２
人
が
申

請
さ
れ
て
、
１
人
30
回

で
１
回
当
た
り
１
，
６
０
０

円
ま
で
の
助
成
が
あ
る
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

と
は
名
ば
か
り
で
な
ぜ
、

需
用
費
の
中
の
消
耗
品
費

56
万
円
な
の
か
？
配
本
が
２

冊
が
１
冊
に
、
な
ぜ
な
の
か

来
年
度
か
ら
独
立
し
た

事
業
と
し
て
予
算
化
し

ま
す
。

　

財
政
難
で
配
本
を
１
冊
に

し
ま
し
た
。

分
園
保
育
と
は
何
で
す

か待
機
児
童
解
消
す
る
為
、

園
本
体
と
は
別
に
園
外

に
保
育
所
を
作
り
ま
す

老
人
は
り
・
き
ゅ
う
費

　
　
　
　
　
助
成
事
業

３
８
４
万
円

　

子
育
て
支
援
事
業

消
耗
品
費�

56
万
円

　

私
立
保
育
所

　
　
運
営
管
理
事
業

町
立
保
育
所

　
　
運
営
管
理
事
業１１

３
万
円

QQ

Q

AA

A

10 ヶ月健診の双子の男の子

ヴィラのぞみ愛児園の分園保育所

ヴ
ィ
ラ
の
ぞ
み
愛
児
園

　
　

０
～
２
歳
児　

20
名

仲
原
保
育
所

　
　

０
歳
児　

５
名

を
受
け
入
れ
ま
す

健
診
率
ア
ッ
プ
と
国
の

交
付
金
の
関
係

特
定
健
診
は
、
重
症
化

防
止
や
余
計
な
医
療
が

増
え
な
い
た
め
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。

QA 特
定
健
診
・

　
特
定
保
健
指
導
事
業

１
，
７
０
６
万
円

総　務　部 教育委員会 都市政策部 住民福祉部
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住
民
票
発
行
な
ど
の
自

動
交
付
機
は
利
便
性
の

観
点
か
ら
福
岡
市
と
提
携
す

べ
き
で
は

現
在
は
、
須
恵
町
と
宇

美
町
の
３
町
で
提
携
し

て
い
ま
す
。

広
域
サ
ー
ビ
ス
事
業

９
５
７
万
円

QA

低
所
得
者
が
多
く
、
収

納
率
が
悪
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
資
料
の
提
出
を
求

め
た
い所

得
階
層
ご
と
の
世
帯

数
を
電
算
会
社
に
問
い

合
わ
せ
て
提
出
さ
せ
た
い
。

医
療
費
を
根
本
的
に
下

げ
る
こ
と
が
な
い
と
解

決
し
な
い
。
今
後
ど
う
す
る

の
か

医
療
や
介
護
の
診
療
指

導
に
つ
い
て
、
昨
年
度

か
ら
行
な
っ
て
い
る
。

●
22
年
度
国
保
税
は
、
所
得

２
０
０
万
円
世
帯
４
人
家

族
で
３
７
８
，
３
０
０
円

で
あ
り
、
郡
内
で
他
町
と

比
べ
て
高
い
。
収
納
率
の

低
さ
は
県
内
８
番
目
で
24
・

１
％
が
滞
納
世
帯
に
な
っ

て
い
る
。

　

低
い
の
は
何
故
な
の
か
。

資
料
を
出
す
べ
き
だ
。

●
医
療
費
が
か
さ
む
の
で
低

所
得
者
は
病
院
へ
か
か
れ

な
い
。
医
療
費
減
免
制
度

を
町
で
つ
く
り
、
国
の
制

度
を
活
用
し
て
負
担
軽
減

す
べ
き
だ
。

●
こ
の
ま
ま
で
は
、
医
療
費

を
節
約
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
し
、
高
す
ぎ
て
払
え

な
い
人
が
増
え
る
。
来
年

も
再
来
年
も
赤
字
が
な
く

な
ら
な
い
。
一
般
会
計
と

合
同
で
見
て
い
か
な
い
と

解
決
で
き
な
い
。

●
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
３
億
５
千
万
円
の

時
も
あ
っ
た
が
、
昨
年
は

５
千
万
円
に
な
り
、
今
年

は
４
千
万
円
に
減
額
さ
れ

た
。
繰
り
入
れ
を
減
額
す

る
の
は
賛
成
で
き
な
い
。

●
４
年
前
に
低
所
得
者
が
保

険
料
を
払
え
な
い
の
で
減

免
制
度
が
で
き
た
が
、
高

い
保
険
税
を
ど
う
す
る
か
。

根
が
深
い
し
問
題
が
多
い

の
で
時
間
を
か
け
た
審
議

が
必
要
だ
。

●
現
在
の
多
受
診
者
に
つ
い

て
の
デ
ー
タ
ー
が
な
い
の

で
討
議
が
で
き
な
い
。
資

Q QA A 国
保
特
別
会
計

37
億
４
，
７
０
８
万
円

福
祉
タ
ク
シ
ー
は
ど
の

よ
う
に
使
う
の
か

我
が
町
で
は
タ
ク
シ
ー

料
金
の
一
部
補
助
し
て

る
年
間
48
枚
だ
け
で
一
回
の

利
用
は
小
型
、
中
型
車
の
初

乗
料
金
だ
け
で
す
。

　

本
当
は
、
ガ
ソ
リ
ン
券
が

ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

障
害
者
自
立
支
援

　
　
　
　
医
療
事
業

６
２
８
万
円

QA

国
保
特
別
会
計
の
主
な
審
議

議
員
間
で
の
自
由
討
議

料
を
提
出
す
べ
き
だ
。

●
医
療
費
を
下
げ
る
た
め
に

は
、
一
人
で
何
件
も
か
か
っ

て
い
る
多
受
診
を
ど
の
よ

う
に
減
ら
す
か
が
大
事
だ
。

●
担
当
課
に
は
今
ま
で
収
納

係
が
い
た
が
、
今
は
い
な

い
、
何
故
い
な
く
な
っ
た
か
。

●
特
別
会
計
だ
か
ら
国
保
だ

け
で
完
結
さ
せ
る
べ
き
で
、

繰
り
入
れ
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
す
る
た
め
の
資
料

が
必
要
だ
。

●
特
別
会
計
は
独
立
採
算
だ

か
ら
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
は
行
な
う
べ
き
で

な
い
し
、
議
員
が
繰
り
入

れ
を
す
べ
き
と
は
言
う
べ

き
で
は
な
い
。
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議案名
○�賛成　●�反対

ー�退席　欠�欠席

職
員
の
地
域
手
当
の

減
額（
3.6
％
→
3.0
％
）

Ｊ
Ｒ
駅
舎
の

粕
屋
町
所
有
の

ホ
ー
ル
使
用
を
無
料

か
ら
受
益
者
負
担
へ

大
川
小
学
童
保
育
を
廃

止
す
る
条
例

（
民
間
へ
委
託
）

町
営
住
宅
の

入
居
基
準
の
厳
格
化
を

定
め
る
条
例

町
立
大
川
保
育
所
を

廃
止
す
る
条
例

（
民
間
保
育
園
に
移
行
）

平
成
22
年
度

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
22
年
度

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
23
年
度

一
般
会
計
予
算

平
成
23
年
度

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

平
成
23
年
度

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

議案番号 １号 ５号 ８号 10号 12号 14号 16号 20号 21号 22号

所　属
委員会

結果 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

議場（賛成/反対） 16/0 16/0 16/0 16/0 15/1 14/2 15/1 14/2 14/2 14/2

付託先委員会 総務 総務 総務 厚生 厚生 予算特別 予算特別 予算特別 予算特別 予算特別

総務

安川　俊彦 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山𦚰　秀隆 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川口　學 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ●

澁田　順二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本田　芳枝 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○

小池　弘基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建設

伊藤　正 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福永　善之 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

安河内　利明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

八尋　源治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長　義晴 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚生

向野　正幸 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

因　辰美 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦元　甫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

久我　純治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田川　正治 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ●

進藤　啓一 議長は、採決に加わりません

☆賛否表に掲載されていない議案は、全員賛成で可決しました
☆議案名については、わかり易い文言に置き換えました

ガチンコ対決、議員の意見が違うのは当たり前！

町の提案に、賛否両論！
３月定例会における、主な議案に対する各議員の賛否結果一覧

主
な
反
対
討
論
を
要
約

● 

平
時
に
も
関
わ
ら
ず
、
貯
金（
財
政
調
整
基
金
）を

2.5
億
円
取
り
崩
し
、
借
金（
臨
時
財
政
対
策
債
以
外
の

起
債
の
発
行
）を
約
1.6
億
円
、
見
込
ん
で
い
る
。

　

 　

将
来
へ
ツ
ケ
を
残
す
予
算
編
成
を
改
め
、
身
の
丈

に
合
っ
た
財
政
運
営
に
舵
取
り
す
る
の
が
政
治
家
の

務
め
だ
。

● 

プ
ラ
ン
の
段
階
で
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
る
意
識

が
足
り
ず
、
従
来
の
や
り
方
の
踏
襲
が
多
い
の
で
は
。

　

 　

予
算
を
計
画
す
る
段
階
で
の
検
証
が
不
十
分
で
、

配
分
、
算
出
基
準
、
積
算
根
拠
が
不
明
な
点
が
多
い

の
で
反
対
し
ま
す
。

主
な
賛
成
討
論
を
要
約

● 

中
央
小
学
校
の
６
教
室
増
築
や
、
狭
あ
い
道
路
改
良

事
業
の
原
町
駅
前（
仲
原
～
平
原
線
）の
調
査
測
量
費

用
な
ど
の
新
規
事
業
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
阿
恵
大
池
公
園
事
業
な
ど
の
重
要
な
予
算

が
あ
り
、
賛
成
し
ま
す
。

● 

町
民
要
求
を
実
施
す
る
内
容
を
含
む
予
算
全
体
に
は

賛
成
で
す
が
、
予
算
化
さ
れ
て
い
る
中
央
保
育
所
の

民
営
化
を
中
止
し
、
国
の
補
助
金
の
目
的
で
あ
る
待

機
児
童
解
消
の
た
め
、
保
育
所
を
新
設
す
る
こ
と
を

付
し
て
賛
成
し
ま
す
。

討（
闘
）×
論

平
成
23
年
度
　
一
般
会
計
予
算

議員より提出された意見書

住民より提出された請願書
【継続審査となったものは、引き続き粕屋町議会で審査を継続します】

提 出 者

国民健康保険の国庫負担の
増額を求める意見書

川口　　學
田川　正治 厚　　生

可決
賛成：5
反対：0

可決
賛成：15
反対：1

委員会 本会議

結　　　　果
付託委員会提出議員件　　　　名

粕屋町保育所新設、及び、
町立保育所存続を求める請願 厚　　生

厚　　生

厚　　生

継続審査

継続審査

継続審査

採択
賛成：5
反対：0
欠席：1

委員会 本会議

結　　　　果
付託委員会紹介議員件　　　　名

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
の
廃
止

を
求
め
る
請
願
書

　
将
来
の
財
源
の
見
通
し
が
立
た

な
い
議
員
年
金
を
、存
続
を
理
由

に
、今
ま
で
以
上
に
公
的
資
金
か
ら

掛
金
を
拠
出
す
る
の
は
、住
民
の

理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

　
又
、在
職
12
年
と
い
う
短
い
加
入

期
間
で
受
給
資
格
が
得
ら
れ
た

り
、他
の
公
的
年
金
と
の
併
給
が
可

能
だ
っ
た
り
、住
民
よ
り
も
優
遇
的

な
議
員
年
金
制
度
の
存
続
は
、住

民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
の

増
額
を
求
め
る
意
見
書

　
高
す
ぎ
る
国
保
税
で
無
保
険
者

が
増
え
、貧
困
と
格
差
が
広
が
る

な
か
、市
町
村
の
国
保
が
危
機
的

状
況
に
な
り
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
皆
保
険
制
度
の
根
幹
を
な

す
国
保
は
、重
大
な
危
機
に
立
た
さ

れ
て
お
り
、国
庫
負
担
の
増
額
に
よ

る
国
保
税
の
引
き
下
げ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

地方議会議員年金制度の廃止
を求める意見書を国へ求める請願

高齢者の生活実態に見合う
年金引き上げを求める意見書の

採択を求める請願

最低保障年金制度の
制定を求める意見書の
採択を求める請願

粕屋町の子育て環境を
考える会

代表　杉林　高志

松井　信
岩井　松ノ助

全日本年金者組合
粕屋支部長
黒坂　庄吉

全日本年金者組合
粕屋支部長
黒坂　庄吉

川口　　學
本田　芳枝
田川　正治

福永　善之

川口　　學
田川　正治

川口　　學
田川　正治

議会運営 採　択

年
金
引
き
上
げ
を
求
め
る

請
願
書

　
現
在
、無
年
金
者
は
１
０
０
万

人
を
超
え
、低
年
金
者
は
そ
の
何

倍
に
も
上
り
ま
す
。

　
消
費
税
に
よ
ら
な
い
最
低
保
障

年
金
制
度
を
め
ざ
し
、高
齢
者
の

生
活
実
態
に
見
合
う
年
金
の
引
き

上
げ
を
行
な
う
こ
と
。

粕
屋
町
保
育
所
新
設
及
び
町
立
保

育
所
存
続
を
求
め
る
請
願
書

　
待
機
児
童
解
消
の
た
め
に
は
、国

の
補
助
金
を
保
育
所
の
新
設
に
利

用
す
る
こ
と
。

　
及
び
、町
立
保
育
所
を
廃
止
す

る
の
で
な
く
存
続
さ
せ
て
、老
朽

化
し
た
園
舎
の
建
て
替
え
や
修
繕

の
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。

意
見
書
・
請
願
の
主
な
内
容
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議員より提出された意見書

住民より提出された請願書
【継続審査となったものは、引き続き粕屋町議会で審査を継続します】

提 出 者

国民健康保険の国庫負担の
増額を求める意見書

川口　　學
田川　正治 厚　　生

可決
賛成：5
反対：0

可決
賛成：15
反対：1

委員会 本会議

結　　　　果
付託委員会提出議員件　　　　名

粕屋町保育所新設、及び、
町立保育所存続を求める請願 厚　　生

厚　　生

厚　　生

継続審査

継続審査

継続審査

採択
賛成：5
反対：0
欠席：1

委員会 本会議

結　　　　果
付託委員会紹介議員件　　　　名

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
の
廃
止

を
求
め
る
請
願
書

　
将
来
の
財
源
の
見
通
し
が
立
た

な
い
議
員
年
金
を
、存
続
を
理
由

に
、今
ま
で
以
上
に
公
的
資
金
か
ら

掛
金
を
拠
出
す
る
の
は
、住
民
の

理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

　
又
、在
職
12
年
と
い
う
短
い
加
入

期
間
で
受
給
資
格
が
得
ら
れ
た

り
、他
の
公
的
年
金
と
の
併
給
が
可

能
だ
っ
た
り
、住
民
よ
り
も
優
遇
的

な
議
員
年
金
制
度
の
存
続
は
、住

民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
の

増
額
を
求
め
る
意
見
書

　
高
す
ぎ
る
国
保
税
で
無
保
険
者

が
増
え
、貧
困
と
格
差
が
広
が
る

な
か
、市
町
村
の
国
保
が
危
機
的

状
況
に
な
り
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
皆
保
険
制
度
の
根
幹
を
な

す
国
保
は
、重
大
な
危
機
に
立
た
さ

れ
て
お
り
、国
庫
負
担
の
増
額
に
よ

る
国
保
税
の
引
き
下
げ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

地方議会議員年金制度の廃止
を求める意見書を国へ求める請願

高齢者の生活実態に見合う
年金引き上げを求める意見書の

採択を求める請願

最低保障年金制度の
制定を求める意見書の
採択を求める請願

粕屋町の子育て環境を
考える会

代表　杉林　高志

松井　信
岩井　松ノ助

全日本年金者組合
粕屋支部長
黒坂　庄吉

全日本年金者組合
粕屋支部長
黒坂　庄吉

川口　　學
本田　芳枝
田川　正治

福永　善之

川口　　學
田川　正治

川口　　學
田川　正治

議会運営 採　択

年
金
引
き
上
げ
を
求
め
る

請
願
書

　
現
在
、無
年
金
者
は
１
０
０
万

人
を
超
え
、低
年
金
者
は
そ
の
何

倍
に
も
上
り
ま
す
。

　
消
費
税
に
よ
ら
な
い
最
低
保
障

年
金
制
度
を
め
ざ
し
、高
齢
者
の

生
活
実
態
に
見
合
う
年
金
の
引
き

上
げ
を
行
な
う
こ
と
。

粕
屋
町
保
育
所
新
設
及
び
町
立
保

育
所
存
続
を
求
め
る
請
願
書

　
待
機
児
童
解
消
の
た
め
に
は
、国

の
補
助
金
を
保
育
所
の
新
設
に
利

用
す
る
こ
と
。

　
及
び
、町
立
保
育
所
を
廃
止
す

る
の
で
な
く
存
続
さ
せ
て
、老
朽

化
し
た
園
舎
の
建
て
替
え
や
修
繕

の
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。

意
見
書
・
請
願
の
主
な
内
容
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①
平
成
18
年
に

長
寿
命
化
改
修

工
事
の
時
に
、
耐
震
調
査

で
耐
震
化
は
ク
リ
ア
し
て

い
ま
す
。

①
平
成
22
年
12

月
定
例
会
で
、

朝
日
区
の
町
営
住
宅
の
耐

震
工
事
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

設
置
に
関
す
る
請
願
が
採

択
さ
れ
た
が

②
持
ち
家
世
帯
は
、
毎
年
、

固
定
資
産
税
を
払
い
、
ま

た
、
耐
震
化
工
事
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
設
置
は
自
己
負

担
だ
。

　「
入
居
出
来
る
者
」
と

「
そ
う
で
な
い
者
」の
間
に
、

税
金
の
使
わ
れ
方
に
公
平

性
が
保
た
れ
て
い
る
の
か

「トップダウン」か「ボトムアップ」か
 町長／「ボトムアップ」です

町
営
住
宅
、
今
後
の
運
営
方
針

 
町
長
／
民
間
の
賃
貸
住
宅
の
活
用
が
検
討
課
題

①
平
成
23
年
度

予
算
案
、
事
業

の
取
捨
選
択
は
十
分
か

②
既
存
事
業
の
事
務
事
業

評
価
の
方
法
は

③【
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
】の
事
業
の

再
評
価
が
不
十
分
で
は

福
永

福
永

町
長

町
長

福永　善之 議員

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
設
置

に
関
し
て
は
、
町
の
財
源

か
ら
で
す
。

②
今
後
の
課
題
と
し
て
、

検
証
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

団地名 朝日１ 朝日２ 朝日３

月収額（円） 月の家賃（円）

0 ～ 104,000 9,900 12,100 11,800 12,000

104,001 ～ 123,000 11,400 13,900 13,700 13,800

123,001 ～ 139,000 13,000 16,000 15,600 15,800

139,001 ～ 158,000 14,700 18,000 17,600 17,800

158,001 ～ 186,000 16,800 20,600 20,200 20,400

186,001 ～ 214,000 19,400 23,700 23,300 23,500

214,001 ～ 259,000 22,700 27,800 27,300 27,600

259,001 ～　　　　　 26,200 32,100 31,400 31,800

粕屋町営住宅管理条例
朝日区の家賃表

①
事
業
の
優
先

順
位
を
掲
げ
、

重
点
施
策
へ
予
算
を
配
分

し
た
。

②
目
的
は
何
か
、
誰
に
対

し
て
か
、
成
果
は
ど
う
か
、

と
い
う
視
点
で
既
存
事
業

を
見
直
し
た
。

③
今
後
は
、
自
己
評
価
だ

け
で
な
く
、
外
部
評
価
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。

【PDCA】とは・・・・

Plan ⇒　事業を計画する

Do ⇒　事業計画を実行する

Check ⇒　計画した事業を再評価する

Action ⇒　再評価後、アクションに移す

　　 　　（事業の見直し・廃止・継続）
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①
23
年
度
の

　
予
算
に
対
し
、

　
主
な
課
題
と
問
題
点
に

　
つ
い
て

② 

町
長
の
2
期
目
に
向
け

て
の
考
え
を
尋
ね
ま
す

①
経
常
経
費
も

　

増
加
し
て
お

　

り
、
財
源
不
足
は
本
当

　

に
深
刻
で
す
。

　

 　

一
般
財
源
に
対
す
る

実
質
公
債
比
率
は
年
々

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

こ
れ
が
一
般
財
政
を

圧
迫
す
る
要
因
で
す
。

　

 　

税
収
入
は
あ
ま
り
多

く
望
め
ま
せ
ん
が
、
歳

出
を
抑
え
て
基
金
を
少

な
く
し
て
い
き
た
い
と

財
政
不
足
の
な

か
町
有
地
を
売

却
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

町
有
財
産

は
、
行
政

財
産
と
普
通
財
産
に
分
か

れ
ま
す
。

　

利
用
の
な
い
普
通
財
産

の
う
ち
、
将
来
的
に
町
が

保
有
す
る
必
要
が
な
い
土

地
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
売
却
の
方
向
で
進
め
ま

す
。
し
か
し
、
売
却
の
場

合
は
1
円
で
も
高
く
売
却

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

思
い
ま
す
。

　

 　

今
後
は
従
来
の
政
策

を
基
本
的
に
引
継
な
が

ら
徹
底
的
に
事
務
事
業

を
ス
リ
ム
化
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

② 

後
援
者
の
方
や
支
持
者

の
方
が
ど
ん
な
ふ
う
に

評
価
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
を
お
聞
き
し
6
月

議
会
に
は
は
っ
き
り
さ

せ
た
い
。

町
有
地
売
却
の
考
え
は

 

総
務
部
長
／
処
分
の
方
向
で
考
え
ま
す

予算に対し、課題と問題点は
 町長／歳出を抑えて今後基金繰り入れを減らします

小池　弘基 議員

町
長

小
池

小
池

町有地の長者原上区葛葉地区

総
務
部
長
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朝
日
区
は
耐
用
年
数
が

平
成
34
年
ま
で
で
あ
り
、

今
後
は
建
て
替
え
や
民
間

の
賃
貸
住
宅
の
活
用
も
含

め
検
討
し
た
い
。

　

改
修
工
事
は
国
の
補
助

金
が
確
定
次
第
、
上
大
隈

と
甲
仲
原
を
順
次
行
な
う
。

　

耐
震
調
査
は
聞
い
て
い

る
が
、
説
明
は
定
か
で
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

朝
日
区
の
町
営

住
宅
の
住
民
か

ら
、「
耐
震
工
事
」を
求
め

て
12
月
議
会
に
請
願
を
提

出
さ
れ
、
本
会
議
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
耐
震
検
査
は
14

年
度
の
改
修
工
事
の
と
き
、

「
新
基
準
に
適
応
し
て
い

る
」と
の
こ
と
だ
が
、
住

民
に
は
報
告
さ
れ
て
い
な

い
。

　
耐
震
調
査
の
報
告
文
書

は
あ
る
の
か
。

町営住宅の耐震工事と建て替えについて
 住民福祉部長／建て替えや民間の活用も検討に

田川　正治 議員

国
の
補
助
金
は

23
年
度
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
な
ど
が

建
設
す
る
と
、
新
規
の
保

育
所
で
も
町
費
が
12
分
の

１
で
建
設
で
き
ま
す
が
、

老
朽
化
対
策
と
運
営
費
削

減
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

民
営
化
し
た
い
。

中
央
保
育
所
の

保
護
者
が「
町

立
保
育
所
を
存
続
さ
せ
、

待
機
児
童
解
消
の
た
め
に

は
、
新
た
な
保
育
所
の
建

設
を
」と
、
７
２
０
０
人

余
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。

　
職
員
組
合
も「
公
立
保

育
所
の
民
営
化
は
行
な
わ

な
い
」よ
う
に
要
求
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
町
長
も
説
明
会
で「
保

護
者
が
納
得
し
な
い
と
民

営
化
し
な
い
」と
断
言
さ

れ
ま
し
た
。

　
待
機
児
童
解
消
は
、
町

立
の
廃
止
で
な
く
、
保
育

所
を
新
設
す
べ
き
で
す
。

町
立
保
育
所
を
存
続
し
て
、
待
機
児
童
解
消
を

 
町
長
／
保
護
者
の
理
解
を
得
る
た
め
に
努
力
を

町
長

田
川

田
川

○ 

役
場
の
機
構
改

革
に
つ
い
て

その他の質問

住
民
福
祉
部
長

中央保育所

朝日町営住宅
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小
学
校
区
ご
と

に
各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
、
地
域
福
祉
、

社
会
教
育
関
連
事
業
な
ど

を
考
え
る
機
関
が
あ
れ
ば
、

関
心
が
高
ま
り
地
域
の
特

色
を
い
か
せ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
す
で
に
町
の
計
画
で
は

小
学
校
区
単
位
で
特
色
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

計
画
に
上
げ
、
実
現
に
向

け
て
の
重
点
的
な
事
業
を

上
げ
て
い
る
。

　
校
区
ご
と
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
事
務
局
を
設
置
、

住
民
参
加
型
の
仕
組
み
づ

く
り
を
し
た
ら
ど
う
か
。

学
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
、
私
も

注
目
し
て
い
て
今
回
当
初

予
算
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
の
き
っ
か
け
と
な
る
活

動
助
成
金
を
予
算
に
あ
げ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
熟
し

た
段
階
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
の
立
ち
上
げ
を
考

え
て
い
ま
す
。

住
民
満
足
度
を
上
げ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

 

町
長
／
組
織
立
上
げ
の
き
っ
か
け
作
り
予
算
計
上

民営化する場合の必要不可欠なこ
・

と
・

 住民福祉部長／関係三者の協議会設立を考慮中

子
ど
も
関
連
の

施
設
の
老
朽
化

に
対
し
て
今
は
国
か
ら
の

助
成
が
な
く
、
民
営
化
す

る
な
ら
補
助
金
が
出
る
と

い
う
時
代
で
す
。

　
今
後
、
民
営
化
も
視
野

に
入
れ
た
建
て
替
え
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
な
ら
、
今
ま
で
の

優
れ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

引
き
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る

法
人
を
選
択
し
、
そ
の
事

業
が
継
続
で
き
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

　「
提
言
書
」を
活
か
し
、

子
ど
も
の
利
益
を
最
優
先

し
た
移
管
を
。

　

大
川
保
育
所
の
民
営
化

後
は
、
必
要
に
応
じ
て
指

導
、
改
善
を
指
示
し
ま
す
。

　

ま
た
保
護
者
、
行
政
、

移
管
後
の
福
祉
法
人
の
三

者
か
ら
な
る
協
議
会
を
設

置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

本田　芳枝 議員

町
長

本
田

本
田

○ 

待
機
児
童
対
策

に
つ
い
て

その他の質問

住
民
福
祉
部
長

就学前児童施設運営審議委員会
による「提言書」

より良い町づくりを目指しての討論
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部長制のメリット・デメリットは
 町長／各部から職員の内部調整が出来る

粕
屋
町
と
良
く

似
た
町
埼
玉
県

杉
戸
町
で
合
併
気
運
高
ま

る
な
か
、
部
長
制
を
試
み

た
の
で
す
が
、
部
長
制
で

は
組
織
の
肥
大
化
に
つ
な

が
る
と
、
県
の
反
対
で
調

整
官
と
し
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
９
年
間
で
制

度
を
廃
止
し
、
そ
の
理
由

は
、
行
政
改
革
と
し
て
簡

素
で
効
率
的
に
組
織
の
フ

ラ
ッ
ト
化
で
す
。

　
合
併
問
題
も
な
く
な
っ

た
今
、
行
財
政
改
革
の
中

な
ぜ
部
長
制
な
の
か
、
ま

た
、
な
ぜ
役
場
は
役
付
ば

か
り
多
い
の
で
す
か
。

平
成
22
年
を
改

革
元
年
の
年
と

位
置
づ
け
機
構
改
革
の
一

環
と
し
て
、
部
長
制
を
敷

き
、
事
務
決
済
の
迅
速
化
、

行
政
運
営
の
効
率
化
ま
た
、

季
節
間
の
事
務
量
の
調
整

な
ど
、
一
年
間
期
待
通
り

に
行
っ
た
と
思
う
が
ま
だ

ま
だ
疑
問
が
有
り
ま
す
。

　

職
員
の
内
部
調
整
が
出

来
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

久我　純治 議員

公
園
内
の
新
設

保
育
所
は
多
少

無
理
が
あ
る
と
思
う
が
、

県
当
局
と
打
ち
合
せ
し
た

い
。

　

社
会
法
人
等
が
新
設
民

営
化
で
も
２
，
０
０
０
万

円
で
す
み
ま
す
。
町
の
考

年
間
約
７
５
０

人
前
後
生
れ
る

子
宝
の
我
が
町
。
中
央
保

育
所
を
建
替
、
民
営
化
で

は
、
待
機
児
童
解
消
に
な

ら
な
い
。

　
原
町
駅
前
に
公
園
と
は

名
ば
か
り
、
駐
車
場
も
無

く
利
用
者
も
少
な
い
公
園
。

　
夜
、
夏
は
危
険
な
場
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
園
の
中
に
新
設
民
営

の
保
育
所
を
。

　
県
の
都
市
計
画
の
中
で

す
が
県
側
は
話
し
合
い
た

い
そ
う
で
す
。

　
建
築
費
も
町
の
言
う

２
，
０
０
０
万
円
で
す
み

ま
す
。

え
は
、
老
朽
化
対
策
又
、

運
営
費
削
減
に
は
、
結
び

つ
か
な
い
の
で
一
層
保
護

者
に
理
解
得
れ
る
様
努
力

に
努
め
た
い
。

駅
前
公
園
に
新
し
い
保
育
所
新
設
を

 
町
長
／
老
朽
化
・
運
営
費
の
削
減
に
な
ら
な
い

久
我

久
我

町
長

原町駅前公園

町
長

○ 一般行政職の級別職員数の状況　（平成22年４月１日現在）

（注）　給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

区分 標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

７級 部長、局長、参事 13 12.0

６級 課長、参事補佐 19 17.6

５級 課長補佐、相困係長 10 9.3

４級 係長、主査 27 25.0

３級 主任主事 13 12.0

２級 主事 23 21.3

１級 主事、主事補 3 2.8

計 108 100
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町
を
と
り
囲
む

国
道
、
県
道
の

整
備
は
完
了
ま
た
は
計
画

進
行
中
で
あ
る
が
、
中
心

部
の
生
活
道
路
の
整
備
が

急
が
れ
る
。

　
な
か
で
も
伊
賀
～
仲
原

線
は
早
く
か
ら
拡
幅
の
話

が
あ
り
な
が
ら
時
間
が
過

ぎ
た
。

　
地
権
者
と
誠
意
を
も
っ

て
交
渉
し
て
は
ど
う
か
。

駕与丁公園に付
ふ か か ち

加価値を
 町長／水利権者との協議が先決

多
く
の
人
が
訪

れ
る
公
園
に
民

間
活
力
を
導
入
し
公
園
の

魅
力
度
ア
ッ
プ
と
な
に
が

し
か
の
収
入
の
道
を
模
索

し
て
は
ど
う
か
。

　
今
後
地
方
自
治
体
は
生

き
残
り
を
か
け
豊
か
な
発

想
の
基
に
活
性
化
が
競
わ

れ
自
治
体
間
格
差
が
広
が

る
と
思
う
、
遅
れ
な
い
た

め
に
も
手
持
ち
の
資
源
を

有
効
か
つ
積
極
的
に
活
用

す
れ
ば
元
気
な
町
づ
く
り

に
も
な
る
と
思
う
。

　
ボ
ー
ト
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
直

売
所
な
ど
の
複

合
施
設
を
展
開

し
て
は
ど
う
か

　

来
園
者
の
満
足
度
を
高

め
る
た
め
に
散
歩
以
外
の

複
合
施
設
は
利
用
者
に

と
っ
て
魅
力
が
あ
る
と
思

う
し
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽

し
め
る
公
園
に
な
る
と
思

う
。

水
利
権
者
と
話

を
進
め
て
い
き

た
い
。

澁田　順二 議員

都
市
政
策
部
長

都
市
政
策
部
長

歩
道
も
狭
く
車
の
通
行
に

支
障
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。

　

以
前
に
地
権
者
と
協
議

が
成
立
し
か
け
た
が
そ
の

後
事
情
が
判
明
し
不
成
立

の
ま
ま
今
に
至
っ
て
い
る
。

　

そ
の
事
情
も
解
決
の
見

通
し
の
た
め
こ
れ
か
ら
誠

意
を
も
っ
て
相
談
し
、
成

り
行
き
次
第
で
は
県
土
木

事
務
所
と
の
協
議
に
入
り

た
い
。

県
道
伊
賀
～
仲
原
線
の
一
部
拡
幅
を

都
市
政
策
部
長
／
地
権
者
と
誠
意
を
も
っ
て
交
渉南仲通り信号付近

駕与丁公園

澁
田

町
長

澁
田
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保
険
税
が
高
く

滞
納
世
帯
は

24
・
１
％
に
達
し
収
納
率

は
84
・
１
％
で
最
低
だ
。

　
町
は
収
納
率
向
上
の
た

め「
差
し
押
え
」を
強
化
し

て
い
る
が
、
悪
質
滞
納
者

と
担
税
能
力
の
な
い
人
は

厳
密
に
区
分
し
、
分
納
、

「
国
保
減
免
条
例
」の
適
用
、

生
活
保
護
へ
の
移
動
等
を

す
す
め
血
の
通
っ
た
温
い

行
政
を
求
め
ま
す
。

　
ま
た
国
庫
負
担
は
従
前

よ
り
半
減
さ
れ
て
い
る
。

　
元
の
50
％
に
回
復
す
る

よ
う
政
府
に
強
く
要
請
さ

れ
た
い
。

国
民
健
康
保
険
の
改
善
に
つ
い
て

 

町
長
／
滞
納
処
分
は
適
正
か
つ
慎
重
に

住宅リフォーム助成制度の充実を
 町長／対象工事の拡充は今後の課題

本
年
６
月
よ
り

実
施
予
定
の
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

は
４
３
６
自
治
体
で
実
施

さ
れ
、
年
々
に
急
増
し
て

い
る
。

　
昨
年
５
月
か
ら
実
施
し

た
筑
紫
野
市
で
は
１
千
万

円
の
予
算
が
２
ヶ
月
で
な

く
な
り
、
１
１
０
件
で

１
億
８
６
０
０
万
円
の
経

済
波
及
効
果
が
あ
っ
た
と

市
が
発
表
し
て
お
り
、
18

倍
の
費
用
対
効
果
が
あ
る
。

　
今
後
の
運
用
に
あ
た
っ

て
は
、
補
助
対
象
事
業
の

緩
和
、
予
算
の
増
額
を
求

め
ま
す
。

川
口

こ
の
制
度
は
地

域
経
済
の
活
性

化
と
町
民
生
活
の
安
定
を

図
る
目
的
で
設
立
し
ま
し

た
。

　

内
容
は
10
万
円
以
上
の

工
事
に
対
し
10
％
を
補
助

し
、
上
限
は
10
万
円
と
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

事
業
期
間
当
面
３
年
間

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

川口　學 議員

町
長

町
長
特
定
保
健
指
導

を
強
化
す
る
と

と
も
に
医
療
費
の
適
正
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

滞
納
処
分（
差
押
え
）に

あ
た
っ
て
は
、
経
済
的
に

生
活
が
困
難
な
方
に
は
、

積
極
的
に
滞
納
処
分
の
執

行
は
停
止
す
る
措
置
を
講

じ
ま
す
。

川
口

住宅リフォーム
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後
期
基
本
計
画

で
は
、
民
間
活

力
と
町
民
と
行
政
の
協
働

で
公
共
を
担
っ
て
い
く
こ

と
を
推
進
し
て
い
る
。

　
社
会
的
な
問
題
を
協
働

で
取
り
組
む
こ
と
で
解
決

し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
地

域
活
動
に
対
す
る
住
民
の

意
識
改
革
が
重
要
だ
と
し

て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
域

に
貢
献
す
る
人
材
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
。

人
材
育
成
の
受
け
皿
づ
く
り
は

 

町
長
／
新
し
い
公
共
の
考
え
方
で
推
進

スポーツや文化芸術の青少年育成は
 教育次長／人材バンク制度で指導者づくりを

青
少
年
の
文
化

や
芸
術
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
人
の

つ
な
が
り
や
教
育
、
人
材

の
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

そ
の
環
境
整
備
が
求
め
ら

れ
る
。

　
粕
屋
町
の
実
態
、
施
設

の
状
況
、
支
援
の
実
態
と

方
向
性
は
。

文
化
面
は
、

27
団
体
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
１
５
６

団
体
あ
り
、
青
少
年
に
関

す
る
団
体
は
、
45
団
体
で

す
。 山

𦚰

山
𦚰

山𦚰　秀隆 議員

　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
は
、

ほ
と
ん
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
指
導
者
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ド
ー
ム
に
は
、
プ
ー
ル

を
含
め
て
１
０
７
の
サ
ー

ク
ル
が
あ
り
、
芸
術
、
文

化
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
レ

イ
ク
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は
、
小
中
学
校
の
運
動

場
や
体
育
館
を
開
放
し
て

フ
ル
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

人
材
バ
ン
ク
な
ど
を
設

け
て
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

が
継
続
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
大
切
で
す
。

教
育
次
長

小学生ソフトボール大会

公園の手入れ

計
画
の
大
き
な

柱
と
し
て「
新
し

い
公
共
の
創
造
」を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

民
間
で
公
共
性
の
高
い

も
の
は
今
後
、
公
共
と
一

緒
に
や
っ
て
い
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ

化
を
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

　

一
方
策
と
し
て
町
が
独

自
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
立
ち
上
げ
に

協
力
し
て
住
民
に
対
す
る

窓
口
を
一
本
化
し
、
そ
の

傘
下
に
様
々
な
活
動
団
体

を
置
き
、
各
団
体
の
安
定

し
た
活
動
や
財
政
支
援
を

行
い
ま
す
。
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サンレイクかすや

かすやドーム（体育館）

かすやドーム（プール）

図書館（フォーラム）

歴史資料館（フォーラム）

福祉センター

健康センター

165,328

130,273

64,792

91,417

8,566

28,506

8,992

195,290

154,113

69,619

97,393

9,345

24,476

12,044

208,947

157,542

75,048

103,986

9,438

22,195

12,220

93,178千円

平成17年 平成19年 平成21年 管理運営費（平成21年）

132,573千円

95,001千円

20,633千円

2,204円

町民１人当りの費用

3,136円

2,247円

488円

町内の公共施設利用状況（人）

○健康づくりや、いつでも学べる施設です。これからも多くの方のご利用をお待ちしています。
○税金で設備が運営されています。

議会だより表紙の写真公募

議会広報一同

発行：粕屋町議会　〒811-2392　福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁1-1-1
TEL092-938-0161　FAX092-938-3150

長　義 晴

編集後記

　この４月で広報委員としての任期（４年）の半分
が終わりました。
広報担当して町、県の広報研修会に参加して紙面
作りの基礎を教わりながら発行しています。
　ネタは十二分にあるものの、分かりやすく、読ま
れるように制作するにはベテラン議員も苦労してあ
ります。
　多くの町民の皆様に議会の中
が見えるように、これからも委
員一同努力して行きたいと考え
ています。

　平成23年３月議会だよりから公募
を始めましたが、今回は１枚の応募で
した。
　写真提供者は若宮区の山口剛様で
した。ありがとうございました。
　次回６月議会だよりも四季の子ど
もさんが写った写真をご提供下さい。
　６月末までに、住所、氏名を明記の
うえお送り下さい。
　なお複数応募があれば広報委員会
で選定させていただきます。写真は返
却致しませんので御了承下さい。
　詳しいことは、議会事務局あてにお
電話下さい。お待ちしています。

（あて先は本頁末尾）

発
行
責
任
者

議

　
　長

　
　進
藤

　啓
一

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

副
委
員
長

　
　久
我

　純
治

編
集
委
員
長

　
　本
田

　芳
枝

委

　
　員

　
　田
川

　正
治

委

　
　員

　
　長

　
　義
晴

委

　
　員

　
　福
永

　善
之

委

　
　員

　
　小
池

　弘
基

町民の皆さん利用されていますか!!町民の皆さん利用されていますか!!

次
回
の
6
月
議
会
は

6
月
10
日（
金
）開
会
予
定

6
月
13
日（
月
）

一
般
質
問
予
定

見 聞 話
る く す
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